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（評価結果の所見） 

本研究領域においては、Fe基及び Ni基合金に対する無偏析単結晶育成にも成功しており、モデリ

ングや最適化予測にも進展が認められる。ステンレス鋼や Ti 合金材料に対する 3D プリント（３Ｄ

P）に対するその場観測などの進展があり、３ＤP による高品質単結晶化と観測について当初目標を

達成している。さらに、３ＤPを用いたバイオマテリアルに関しても挑戦的な研究テーマであるにも

かかわらず、シミュレーションモデル構築もなされている。 

セラミックスへの展開可能性は示されているものの、単結晶作製や結晶制御につなげることができ

るのか見通しが必要である。工業的な観点からの成果は十分であるが、現象論にとどまらず、今後、

半導体や分子性結晶を含む異なる物質に対する結晶制御の学理構築や設計指針確立のための成果に

ついても期待したい。 

 


